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６０
周
年
を
記
念
し
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
Ｖ
Ｔ
Ｒ
を
作
成
し
ま
し
た
！

市民と共に歩んだ60年

登
別
社
協
は
創
立
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
「
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
団
体
」
と

し
て
法
律
に
定
め
ら
れ
た
民
間
の
団
体
で
す
。
全
国
の
都
道

府
県
と
各
市
町
村
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
の

あ
る
福
祉
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

登
別
社
協
は
昭
和
３４
年
に
創
立
し
て
以
来
、
各
種
取
り
組

み
を
進
め
て
お
り
、
現
在
は
第
３
期
登
別
市
地
域
福
祉
実
践

計
画
（
き
ず
な
計
画
）
に
基
づ
き
、
住
民
主
体
に
よ
る
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
を
通
じ
て
、
各
種
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
こ
れ
ま
で
登
別
社
協
が
市
民
と
共
に

歩
ん
だ
歴
史
を
振
り
返
る
ほ
か
、
６０
周
年
を
記
念
し
て
行
っ

た
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
登
別
社
協
の
取
り
組
み
や
、
市
民
が
描
く
こ

れ
か
ら
の
地
域
福
祉
に
向
け
た
想
い
を
ま
と
め
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
Ｖ
Ｔ
Ｒ
を
、
き
ず
な
推
進
委
員
で
構
成
す
る
作
業
委
員
会

に
お
い
て
作
成
し
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
Ｖ
Ｔ
Ｒ
は
、
登
別
社
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

公
開
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
き
ず
な
へ
の
想
い
が
詰
ま
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

出
演
い
た
だ
い
た
企
業
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
学
生

の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

▲こちらから
　ご覧ください。

昭和34年 幌別町社会福祉協議会として創立（ 1 月27日）
共同募金会設置（ 8 月 1 日）

昭和40年 全国社会福祉協議会優良社協として全国表彰

昭和42年 法人化により社会福祉法人登別町社会福祉協議会となる

昭和53年 チャリティー市民演芸会を市内 3 地区で開催

昭和61年 福祉基金造成ビールパーティーを市内 3 地区で開催

平成 2 年 第 1 回ふれあい広場のぼりべつ（現在のふれあいフェスティバル）開催
歳末ふれあい会食会開始

平成 4 年 小地域ネットワーク活動推進事業開始

平成 5 年 登別市ボランティアセンター設立

平成 8 年 登別市ファミリーサポートセンター開設（市受託事業）

平成12年 デイサービスセンター、介護サービス相談センター開設
ふれあいいきいきサロンモデル事業実施

平成14年 ふれあい・子育てサロンモデル事業実施

平成18年
登別市地域福祉実践計画「きずな」答申・策定
きずな推進委員会発足
登別市地域活動支援センター事業開始（市受託事業）

平成20年 きずなサロンサポーター養成研修会開始

平成23年 第 2 期きずな計画開始

平成27年 小地域ネットワーク活動にきずな安心キット導入

平成28年 第 3 期きずな計画開始

平成29年 地域拠点丸ごと支え合い事業開始
鍵預かりサービス事業開始

特
集
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ま
た
、
同
日
に
行
わ
れ
た
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
ブ
ー
ス
や
屋
台
、
手
話
歌
の
発

表
、
豪
華
景
品
の
当
た
る
抽
選
会
等
が
行
わ
れ
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　

６０
周
年
の
契
機
に
参
加
者
が
気
持
ち
を
新
た
に
す
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
多
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
の
増
進
に
寄
与

し
、
功
労
の
あ
っ
た
次
の
皆
さ
ん
が
全
道
・
全
国
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

■
北
海
道
知
事
表
彰

【
北
海
道
社
会
貢
献
賞
（
民
生
委
員
・
児
童
委
員
）】

　

川
島
芳
治
、
筑
野
榮
子
、
大
島
重
壽
、
山
口　

登
、

　

粂
井
孝
子

【
北
海
道
社
会
貢
献
賞
（
共
同
募
金
運
動
奉
仕
者
）】

　

雨
洗
康
江

■
北
海
道
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

【
社
会
福
祉
協
議
会
役
員
】　

田
代
健
二　

■
北
海
道
共
同
募
金
会
長
表
彰

【
共
同
募
金
運
動
永
年
勤
続
奉
仕
者
】　
中
原
義
勝

■
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
会
長
表
彰

【
永
年
勤
続
単
位
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会
長
表
彰
】

　

千
葉
一
男

【
永
年
勤
続
民
生
委
員
・
児
童
委
員
表
彰
】

　

荒
川
昌
伸
、
高
橋
正
子

ぶ
り
中
央
漁
業
協
同
組
合
本
所
、
自
治
労
登
別
市
職
員
労

働
組
合
、
海
老
名
飛
鳥
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
株
式
会
社

ほ
っ
こ
う
ハ
ウ
ス

■
登
別
市
共
同
募
金
委
員
会
会
長
表
彰

【
永
年
奉
仕
者
】

横
尾
逸
郎
、
太
田　

通
、
田
渕
純
勝
、
小
沢
裕
美
子
、
中

原
義
勝

【
永
年
寄
付
者
】

株
式
会
社
室
蘭
典
礼
社
平
成
斎
場
幌
別
記
念
ホ
ー
ル
、
上

田
商
事
株
式
会
社

【
優
良
団
体
】

１
．
戸
別
募
金

　

は
ま
わ
し
町
内
会
、
新
川
第
二
町
内
会
、
登
別
温
泉
日

　

和
山
町
内
会
、
中
央
町
三
丁
目
町
内
会

２
．
職
域
募
金

　

イ
オ
ン
北
海
道
株
式
会
社
イ
オ
ン
登
別
店

登
別
市
社
会
福
祉
協
議
会
創
立
６０
周
年
・
登
別
市
市
制
施
行
５０
周
年
記
念

登
別
市
社
会
福
祉
大
会
・
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

９
月
１
日
、
し
ん
た
２１
に
お
い
て
、
地
域
社
会
に
お
け
る

「
き
ず
な
」
の
推
進
を
通
し
、
社
会
福
祉
関
係
者
を
は
じ
め
、

市
民
参
加
に
よ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
め
ざ
す
た

め
、
登
別
市
社
会
福
祉
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
多
年
に
わ
た
り
本
市
の
社
会
福
祉
の
発
展
に
功

労
の
あ
っ
た
個
人
・
団
体
を
表
彰
し
た
ほ
か
、
登
別
社
協
創

立
６０
周
年
記
念
Ｖ
Ｔ
Ｒ
の
上
映
や
、
市
民
自
ら
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
し
て
き
ず
な
計
画
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
詩
の
朗

読
を
行
い
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
へ
の
き
ず
な
活
動
の
推
進
に

向
け
、
市
民
の
想
い
を
ひ
と
つ
に
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
被
表
彰
者
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
登
別
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

【
社
会
福
祉
事
業
功
労
者
】

須
賀
川
信
之
、
山
道
恵
美
子
、
廣
瀬
淑
子
、
松
本
優
子
、
河

上
治
江
、
阿
部
忠
雄
、
南
部
敏
子
、
山
田
マ
リ
子
、
辰
口
接

子
、
田
渕
純
勝
、
吉
岡
政
美
、
佐
々
木
憲
司
、
和
田
卓
士
、

高
橋
正
子
、
境　

幸
子
、
小
山
内
初
美
、
阿
部
三
男
、
須
貝

直
子
、
伊
藤
信
一
、
藤
江　

怜
、
小
笠
原　

康
、
荒
川
昌
伸
、

竹
中
洋
子
、
小
関
憲
勝
、
佐
賀
野
禎
美
、
鈴
木
耀
夫
、
竹
内

信
子
、
有
金
澄
雄
、
山
本　

公
、
荒
生
勇
司
、
瀧
川
正
義
、

早
坂
産
業
株
式
会
社

【
社
会
福
祉
援
助
功
労
者
・
団
体
】

今　

順
子
、
旬
の
華
和
か
菜
、
社
会
福
祉
法
人
彩
咲
会
ケ
ア

ハ
ウ
ス
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
丘
、
社
会
福
祉
法
人
登
別
さ
い
わ

い
福
祉
会
就
労
継
続
支
援
施
設
月
と
ら
い
お
ん
、
医
療
法
人

社
団
と
ん
け
し
耳
鼻
咽
喉
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
金
毘
羅
寺
、
い

Topic

氏
名
は
順
不
同
、
敬
称
略
に
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。



歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
が

　
　
　
　
　
　

  

始
ま
り
ま
す
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◆
歳
末
見
舞
金
贈
呈
事
業

　

経
済
的
支
援
が
必
要
な
世
帯
等
へ
見
舞
金
を
贈
る
た
め
に
。

◆
ふ
れ
あ
い
会
食
会
事
業

　

地
域
の
中
で
見
守
り
が
必
要
な
高
齢
者
等
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
た
め
に
。

◆
き
ず
な
の
ま
ち
づ
く
り
助
成
事
業

　

地
域
福
祉
実
践
計
画
「
き
ず
な
」
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
市
民
団
体
等
が
行
っ
て
い
る
活
動
へ

　

の
助
成
の
た
め
に
。

◆
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業

　

高
齢
者
等
の
生
き
が
い
と
居
場
所
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
。

◆
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
推
進
事
業

　

町
内
会
に
よ
る
見
守
り
・
支
え
合
い
活
動
を
広
げ
る
た
め
に
。

◆
地
域
の
支
え
あ
い
づ
く
り
創
出
事
業

　

地
域
福
祉
の
拠
点
づ
く
り
に
対
す
る
支
援
を
行
う
た
め
に
。

◆
地
域
福
祉
推
進
運
営
事
業

　

き
ず
な
活
動
や
地
域
福
祉
事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
。

◆
在
宅
介
護
支
援
事
業

　

制
度
を
利
用
で
き
な
い
人
へ
車
い
す
や
福
祉
用
具
の
貸
出
を
行
う
た
め
に
。

　

登
別
市
共
同
募
金
委
員
会
で
は
、
町
内
会
の
ご
協
力
の
も
と
各
世
帯
に
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

の
啓
発
チ
ラ
シ
と
募
金
用
封
筒
を
配
布
し
て
協
力
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
す
。
１１
月
中
旬
以
降
に

ご
案
内
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
「
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
」
は
、
毎
年
１２
月
に
共
同
募
金
運
動
の
一
環
と
し
て
、
地
域
住
民
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
社
会
福
祉
施
設
、
社
会
福
祉
協
議
会
等
の
関
係
機
関
・

団
体
の
協
力
の
も
と
、
新
た
な
年
を
迎
え
る
時
期
に
、
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
人
た
ち
が
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
様
々
な
福
祉
活
動
を
重
点
的
に
展
開
す
る
運
動
で
す
。

　

期
間
中
に
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
く
募
金
は
、
す
べ
て
登
別
の
福
祉
活
動
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

共
同
募
金
は
、
社
会
福
祉
法
と
い
う
法
律
に
位
置
付
け
ら
れ
た
民
間
の
募
金
活
動
で
あ
り
、
事

前
に
使
い
み
ち
や
集
め
る
目
標
額
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ち
の
地
域
福
祉
活
動
を
充
実
さ
せ
る
た
め
必
要
な
計
画
を
立
て
、
目
標
額
を
公
表
す
る

こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
全
国
的
な
募
金
運
動
で
す
。

〈
こ
の
よ
う
な
事
業
を
支
援
す
る
た
め
に
募
金
活
動
を
行
い
ま
す
〉

主
な
募
金
方
法

募
金
に
な
ぜ
目
標
額
が
あ
る
の
？

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
と
は
？

運動期間  12月1日㈰～12月31日㈫まで
目 標 額  550万円

第５6回登別地獄まつりのイベント募金の様子
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日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
の

学
生
さ
ん
に
協
力
を
い
た
だ
き
、
寄

付
金
付
き
バ
ッ
ジ
を
制
作
し
て
お
り

ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
バ
ッ
ジ
デ
ザ
イ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
、
そ
の
授
賞
式

を
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
内
で

行
い
ま
し
た
。

　

バ
ッ
ジ
は
現
在
も
取
り
扱
い
を
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は

本
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

《
商
品
取
扱
い
場
所
》９
月
１２
日
現
在

登
別
市
役
所
内
母
子
会
売
店
・
登
別

パ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
売
店
・

登
別
市
社
会
福
祉
協
議
会

電
話
：
88

－

０
８
６
０　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
88

－

４
５
４
６

登
別
市
共
同
募
金
委
員
会

お
問
合
せ
先

赤
い
羽
根
で
つ
な
が
る
優
し
さ
の
輪
《
取
り
組
み
の
一
例
》

　

赤
い
羽
根
を
着
用
す
る
こ
と
で
、
共
同
募
金
運
動
の
Ｐ

Ｒ
に
繋
が
り
ま
す
。
登
別
市
や
市
議
会
、
教
育
委
員
会
の

皆
さ
ん
に
も
毎
年
赤
い
羽
根
を
着
用
い
た
だ
き
、
来
庁
者

の
方
へ
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

法
人
や
企
業
で
制
作
し
て
い
る
商
品
と
の
コ
ラ
ボ
や
、
手

作
り
の
品
物
を
寄
付
金
付
き
商
品
に
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

現
在
、
市
内
で
行
わ
れ
て
い
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　

平
成
２９
年
度
よ
り
、「
は
ま
わ
し
の
会
」
の
皆
さ
ん
が
育

て
た
お
花
を
、
寄
付
金
付
き
商
品
と
し
て

提
供
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
イ
ベ
ン
ト
募
金
ブ
―
ス
に
お
い
て
、

１００
円
以
上
の
募
金
を
い
た
だ
い
た
方
に

頒
布
し
ま
し
た
。

　

施
設
・
企
業
・
事
業
所
・
商
店
等
に
ポ
ス
タ
ー
や
の
ぼ

り
旗
の
広
報
掲
示
を
す
る
取
り
組
み
で
す
。
共
同
募
金
運

動
を
広
く
市
民
に
啓
発
す
る
た
め
に
、
ポ
ス
タ
ー
１
枚
か

ら
始
め
ら
れ
る
協
力
の
カ
タ
チ
で
す
。

　

商
品
の
購
入
代
金
の
一
部
が
募
金
と
な
る
し
く
み
で
す
。

現
在
、
市
内
で
は
３
か
所
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
な

た
の
企
業
や
団
体
等
で
も
、
ぜ
ひ
設
置
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
設
置
企
業
・
団
体
】

・
ホ
テ
ル
ゆ
も
と
登
別

・
登
別
市
社
会
福
祉
協

議
会

・
社
会
福
祉
法
人
ホ
ー

プ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
登

別

　

共
同
募
金
運
動
は
、
じ
ぶ
ん
の
地
域
を
よ
り
良
く
す
る
た

め
、
募
金
活
動
へ
の
参
加
や
寄
付
を
通
じ
て
応
援
し
て
い
く

民
間
の
運
動
で
す
。

　

活
動
の
参
加
方
法
も
様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
で
き
る

カ
タ
チ
で
一
緒
に
こ
の
ま
ち
を
想
い
、
優
し
さ
の
輪
を
広
げ

て
み
ま
せ
ん
か
。

登
別
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
を

　
　
　
　
　
　
　
　 

始
め
て
み
ま
せ
ん
か

◆
赤
い
羽
根
の
着
用
で
運
動
の
啓
発

◆
登
別
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
寄
付
金
付
き
商
品
の
開
発

〈
寄
付
金
付
き
鉢
花
〉

〈
寄
付
金
付
き
バ
ッ
ジ
〉

◆
ポ
ス
タ
ー
掲
示
で
Ｐ
Ｒ
！

◆
募
金
型
自
動
販
売
機
の
設
置

　道内プロスポーツチームにも、北海道の福祉活動推進への貢献
を目的に運動を応援してくれるサポーターがいます。
　その登別版のサポーターとして「登別市少年軟式野球連盟」の
皆さんが協力してくれています。市内の大会で横断幕を掲げてく
れました！
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■
市
内
協
力
施
設
（
対
象
校
区
）

・
特
定
医
療
法
人
社
団
千
寿
会　

小
規
模
多
機
能
型
居
宅

　

介
護
事
業
所
み
ず
ば
し
ょ
う
（
登
別
小
学
校
区
）

・
社
会
福
祉
法
人
友
愛
会　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　

わ
か
く
さ
（
若
草
小
学
校
区
）

・
株
式
会
社
三
樹　

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
セ
・
ジ
ュ

　

ネ
ス
（
幌
別
中
学
校
区
）

・
社
会
医
療
法
人
友
愛
会　

恵
愛
病
院（
鷲
別
小
学
校
区
）

登
別
市
内
で
は
町
内
会
活
動
や

サ
ロ
ン
活
動
、
小
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
活
動
等
を
現
在
積
極
的
に

展
開
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

活
動
の
中
で
は
、
相
手
に
寄
り
添

う
こ
と
や
丁
寧
な
関
わ
り
が
求
め

ら
れ
る
場
面
も
多
く
あ
り
ま
す
。

相
手
の
話
に
丁
寧
に
耳
を
傾
け
る
「
傾
聴
」
に
は
、

安
心
感
や
温
か
さ
、
ま
た
人
間
関
係
を
豊
か
に
す
る

ヒ
ン
ト
が
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
傾
聴
の

奥
深
さ
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

登
別
社
協
で
は
、
市
内
福
祉
施
設
の
協
力
の
も
と
、
鍵

預
か
り
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
平
成
２８
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
７５
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

や
認
知
症
、
障
が
い
等
が
あ
る
方
の
鍵
を
事
前
に
お
預
か

り
し
、
連
絡
が
取
れ
な
い
、
新
聞
が
溜
ま
っ
て
い
る
、
夜

で
も
灯
り
が
つ
か
な
い
等
の
異
変
に
地
域
住
民
が
気
付
い

た
際
、
地
域
の
事
業
協
力
員
が
協
力
福
祉
施
設
へ
鍵
を
取

り
に
行
き
、
家
屋
内
に
入
り
安
否
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
仕
組
み
で
す
。

８
月
２９
日
、
社
会
医
療
法
人
友
愛
会 

恵
愛
病
院
と
協

定
を
締
結
し
、
新
た
に
鷲
別
小
学
校
区
に
お
い
て
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
恵
愛
病
院
の
村
下
十
志

文
理
事
長
か
ら
は
「
高
齢
単
身
者
や
高
齢
夫
婦
世
帯
が
増

え
て
い
る
た
め
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
一
環
と
し

て
、
鷲
別
地
区
の
見
守
り
や
助
け
合
い
に
協
力
し
て
い
き

た
い
」
と
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

費
用
は
無
料
で

す
の
で
、
対
象
地
区

に
お
住
ま
い
で
利

用
希
望
の
あ
る
方

は
、
登
別
社
協
（
８８

－

０
８
６
０
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

傾
聴
ミ
ニ
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

日
　
時　

11
月
11
日
（
月
）

　
　
　
　

10
時
～
11
時
半
（
受
付
9
時
半
～
）

会
　
場　

登
別
市
民
会
館　

2
階
中
ホ
ー
ル

講
　
演　

傾
聴
と
は

　
　
　
　
　
　

  

『
自
分
か
ら
歩
み
寄
る
』
こ
と

講
　
師　

北
海
道
総
合
福
祉
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

理
事
長　

五
十
嵐　

教
行　

氏

参
加
費　

無
料

対
　
象　

事
前
の
お
申
し
込
み
で
ど
な
た
で
も

　
　
　
　

参
加
可
能

特
　
典　

参
加
者
全
員
に
学
び
を
深
め
る
冊
子

　
　
　
　
「
傾
聴
の
手
引
き
」
を
無
料
配
布

申
　
込　

11
月
5
日
（
火
）
ま
で
に
電
話

　
　
　
　

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
登
別
社
協
ま
で

鍵
預
か
り
サ
ー
ビ
ス
事
業
ス
タ
ー
ト
！

鷲
別
小
学
校
区
で

鍵預かりサービス事業の仕組み

申し込み一人暮らし
高齢者

事業協力員
※校区きずな推進委員や
　町内会役員、民生委員・
　児童委員など

※事業協力員が
　鍵を取りに行きます

協力福祉施設

協

　定

（24時間対応）

登別市
社会福祉協議会

鍵預かり

鍵受渡し

安否確認

▲協定締結式の様子

市
民
オ
ー
プ
ン
講
座
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７
月
２２
日
、
登
別
明
日
中
等

教
育
学
校
に
お
い
て
、４
回
生
・

５
回
生
（
高
校
１
・
２
年
次
）

の
生
徒
が
感
じ
る
地
域
に
お
け

る
課
題
や
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

町
内
会
や
民
生
委
員
・
児
童
委

員
等
を
交
え
た
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

幌
別
西
小
学
校
区
き
ず
な
推

進
委
員
会
に
お
い
て
「
若
い
世

代
と
の
関
係
性
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
の
意
見
が

挙
げ
ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
同
校
が
文
部
科
学
省
の
「
地
域
と

の
協
働
に
よ
る
高
等
学
校
教
育
改
革
推
進
事
業
」
の
指
定
を
今

年
か
ら
３
年
間
受
託
し
た
こ
と
等
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
場
の

実
現
に
至
り
ま
し
た
。
当
日
は
生
徒
の
柔
軟
な
発
想
や
地
域
住

民
の
想
い
が
活
発
に
話
さ
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
有
意

義
な
意
見
交
換
の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
地
域
住
民
か
ら
は
「
楽
し
か
っ
た
」「
若
い
世
代

か
ら
直
接
声
を
聞
く
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
の
で
大
切
な
取
り
組

み
だ
と
思
う
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

地
域
と
の
協
働
に
よ
る
高
等
学
校
教
育
改
革
推
進
事
業
と
は

　

高
校
が
自
治
体
や
業
界
団
体
等
と
連
携
し
て
、
地
域
課
題

の
解
決
を
図
る
取
り
組
み
。
目
的
別
に
細
分
化
さ
れ
て
お
り
、

登
別
明
日
中
等
教
育
学
校
は
地
域
を
支
え
る
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
に
向
け
、
設
定
し
た
テ
ー
マ
を
基
に
し
た
体
験
活
動
か
ら

課
題
解
決
を
図
る
「
グ
ロ
ー
カ
ル
型
」
の
指
定
を
受
け
て
い

る
。

　

２０
代
の
頃
か
ら
町
内
会
の
少

年
野
球
チ
ー
ム
の
監
督
を
務
め

る
等
、
町
内
会
活
動
に
関
わ
り

始
め
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
仕
事

等
で
忙
し
く
一
時
離
れ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
５０
代
の
頃

か
ら
町
内
会
副
会
長
を
、
６
年
前
か
ら
は
町
内
会
長
を
務

め
て
い
ま
す
。
き
ず
な
活
動
に
関
わ
っ
た
の
は
町
内
会
長

に
な
っ
て
か
ら
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
地
域
で
の
支
え

合
い
が
必
要
な
時
代
で
あ
る
と
私
自
身
も
感
じ
て
い
た
こ

と
が
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
幌
別
西
小
学
校
区
き
ず
な
推
進
委
員
会
と
し

て
は
、
登
別
明
日
中
等
教
育
学
校
の
生
徒
達
と
交
流
の
機

会
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
幌
別
西
地
区
連
合
町
内

会
と
し
て
は
９
月
に
幌
別
西
小
学
校
、
西
陵
中
学
校
も
交

え
て
の
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
町
内
会
独
自
に
も

夏
祭
り
や
ク
リ
ス
マ
ス
会
等
の
子
ど
も
向
け
の
行
事
は
多

く
、
そ
こ
に
は
親
御
さ
ん
や
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
も
一
緒
に
参
加
し
て
く
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
温
か
な
時

間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
域
で
精
力
的
に
活
動
さ
れ
て
い
る
方
の
き
ず
な
活
動
に
対
す
る
想
い
や
、
こ
れ
か
ら
の
活

動
の
展
望
な
ど
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
幌
別
西
小
学
校
区
き
ず
な
推
進
委
員
会
の
リ
ー
ダ
ー
も
務
め
ら
れ
て
い
る
、
新
和
会
会
長
の
島
田　

幸
一

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

～
ま
ち
び
と
に
は
、
登
別
の
ま・

・ち
の
人
、
問
題
と
人
を
マ・

・

・
ッ
チ

ン
グ
さ
せ
る
人
、
布
の
長
さ
を
補
う
ま・

・ち
の
よ
う
に
地
域
を

補
う
人
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
～

　

そ
の
中
で
も
町
内
会
の
特
徴
的
な
行
事
は
、
６
月
か
ら

９
月
ま
で
行
う
１００
日
間
の
ラ
ジ
オ
体
操
で
す
。
朝
の
６
時

半
か
ら
、
公
園
を
会
場
に
皆
で
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
ま
す
。

普
段
は
６０
名
程
の
参
加
者
で
大
半
が
高
齢
者
で
す
が
、
夏

休
み
期
間
に
は
子
ど
も
達
や
親
御
さ
ん
の
参
加
も
あ
り
、

多
い
日
に
は
１００
名
以
上
が
集
ま
り
ま
す
。
私
が
理
想
だ
と

考
え
る
の
は
、
向
こ
う
三
軒
両
隣
で
互
い
に
気
に
掛
け
合

い
な
が
ら
見
守
り
合
う
、
そ
ん
な
交
流
の
あ
る
地
域
で
す
。

毎
日
の
ラ
ジ
オ
体
操
に
通
う
中
で
顔
見
知
り
が
増
え
、
地

域
の
中
に
温
か
な
交
流
が
生
ま
れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

　

私
は
未
だ
に
福
祉
と
は
何
で
あ
る
の
か
、
難
し
い
部
分

は
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
福
祉
と
は
地
域

に
暮
ら
す
子
ど
も
達
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
み
ん
な
が
に
こ

に
こ
嬉
し
そ
う
に
笑
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。
地
域
で
の
活
動
に
関
わ
っ
て
い
て
嬉
し
い

瞬
間
は
、
や
は
り
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て
も
ら
え
た

時
で
す
。
１
番
シ
ン
プ
ル
な
こ
と
で
す
が
、
そ
の
一
言
だ

け
で
充
分
だ
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

義
務
感
だ
け
で
は
地
域
活
動
は
続
き
ま
せ
ん
。
自
分
自

身
も
、
そ
し
て
周
り
の
皆
さ
ん
も
楽
し
め
る
よ
う
、
肩
ひ

じ
を
張
ら
ず
柔
軟
に
や
っ
て
み
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。

「
住
民
皆
が
笑
い
合
え
る
地
域
を
目
指
し
て
」

新
和
会
会
長　

島
田　
幸
一 

さ
ん　
（
富
士
町
）

き
ず
な

ま
ち
び
と

の

明
日
生
と
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た

生
徒
の
興
味
を
地
域
で
深
め
る



noboribetsu shakyo dayori　　　8

　

セ
ブ
ンｰ
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、
北
海
道
社
会
福

祉
協
議
会
、
北
海
道
で
は
、
店
舗
の
改
装
時
や
閉
店
時

等
に
発
生
す
る
在
庫
商
品
の
一
部
を
地
元
の
社
協
に
寄

贈
し
、
地
域
の
必
要
団
体
や
法
人
等
に
提
供
す
る
「
商

品
寄
贈
に
よ
る
社
会
貢
献
活
動
寄
贈
品
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
１７
日
、
登
別
社
協
へ
寄
贈
が
あ
り
、
市
内
の
子

ど
も
食
堂
を
運
営
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゆ
め
み
～
る

と
登
別
Ｗわ

っ

と
Ａ
Ｔ
の
会
へ
、
お
菓
子
や
日
用
品
の
配
分
を

行
い
ま
し
た
。
受
け
取
ら
れ
た
団
体
や
法
人
か
ら
は
、「
大
変
あ
り
が
た
い
。
子
ど
も
達

の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」「
本
当
に
助
か
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
等
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

運営主体：ＮＰＯ法人ゆめみ～る
開 催 日：毎月第 2 、第 ４ 日曜日　11時～14時
場　　所：地域食堂ゆめみ～る
対　　象：幌別東小学校区に住む子ども等
内　　容：食事の提供（高校生以下無料、大人300円）、
　　　　　レクリエーション等

運営主体：登別W
わ っ と

ATの会
開 催 日：不定期のため、担当須藤氏（090－6997－
　　　　　8256）までお問い合わせください
場　　所：登別中央福音協会
対　　象：子どもを中心に地域、年齢問わずどなたでも
内　　容：食事の提供、レクリエーション等

　子どもに対し、大勢で温かな食事を囲む喜びや、バランスの良
い食事を提供することを目的に開かれる食堂や取り組みのこと。
現在全国の市町村に広がりを見せており、子どもだけでなくその
保護者や近隣住民も参加する場合や、学習支援、余暇活動も含む
場合等、地域性に合った形で取り組まれている。

セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
よ
り

寄
贈
を
受
け
ま
し
た

上記期間にお届けいただいた団体等のみ掲載しています。

受領年月日 寄付者名 寄付金額 寄付の目的

2019.08.01 匿　　　名 1,020 会議の費用弁償を社会福祉のために

2019.08.01 匿　　　名 2,240 会議の費用弁償を社会福祉のために

2019.08.07 幌別地区ビールパーティー実行委員会 273,210 第 ３5 回幌別地区ビールパーティーの益金を社会福祉のために

2019.08.09 石坂光汰朗 4,133 社会福祉のために

2019.08.09 匿　　　名 504 社会福祉のために

2019.08.22 登別地区ビールパーティー実行委員会 104,800 第 ３４ 回登別地区ビールパーティーの益金を社会福祉のために

2019.08.28 今　　順子 10,000 登別市社会福祉協議会創立 ６０ 周年を記念して社会福祉のために

2019.09.01 匿　　　名 12,775 社会福祉のために

2019.09.06 匿　　　名 200 社会福祉のために

2019.09.10 匿　　　名 3,000 社会福祉のために

2019.09.13 わしこうＤ愛好会 10,000 第 ２３ 回ダンスパーティーの益金の一部を社会福祉のために

2019.09.15 鷲別エリア歌謡交流会実行委員会　 10,000 チャリティチャレンジ歌謡交流会の益金の一部を社会福祉のために

受領年月日 設置協力者名 寄付金額 種　　　別

2019.08.19 いずみ亭 23,111 愛の小箱

2019.08.28 協同組合登別中央ショッピングセンター 2,500 愛の小箱（ガチャガチャ）

2019.09.27 協同組合登別中央ショッピングセンター 5,000 愛の小箱（ガチャガチャ）

寄付者のご紹介（2019年8月1日～2019年9月30日） （敬称略／単位：円）

愛の小箱等設置協力者のご紹介（2019年8月1日～2019年9月30日） （敬称略／単位：円）

子ども食堂とは

登別の 子ども食堂 
 かえる食堂

 子ども食堂

▲寄贈品を受け取った登別W
わ っ と

AT
　の会の様子


